
安心して病院にかかれなくなる
地域医療後退の危機を考察

《
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の
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》

 

都
立
大
塚
病
院
の
独
法
化
独
法
化
計
画

　
東
京
都
が
運
営
す
る
都
立
病

院
は
、
都
民
の
命
を
守
る
砦
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
民
間
病
院
で
は
採
算
が
合

わ
な
い
行
政
的
医
療
と
言
え
る

災
害
・
感
染
症
・
精
神
科
救

急
・
小
児
特
殊
医
療
・
難
病
な

ど
特
別
な
医
療
を
行
う
た
め
に

も
東
京
都
は
必
要
な
予
算
を
出

し
て
地
域
医
療
を
守
っ
て
き
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昨
年
、
都
立
病
院

経
営
委
員
会
は
、
都
立
大
塚
病

院
を
含
む
都
立
８
病
院
を
全
て

地
方
独
立
行
政
法
人
化
（
独
法

化
）
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
。
理
由
は
年
間
４
０
０
億
円

を
都
が
支
出
し
て
い
る
こ
と
を

赤
字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
費
用

は
行
政
的
医
療
や
災
害
対
策
な

ど
必
要
な
事
業
の
費
用
で
あ

り
、
こ
れ
を
削
減
し
独
法
化
す

る
と
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
独

立
採
算
に
な
る
と
当
然
、
患
者

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
ま
さ
に
地
域
医
療
の
後

退
そ
の
も
の
で
す
。

　
す
で
に
独
法
化
さ
れ
た
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
病
床

の
４
分
の
１
が
有
料
個
室
に
な

り
、
入
院
時
に
10
万
円
の
保
証

金
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

じ
く
独
法
化
さ
れ
た
他
都
市
の

病
院
で
は
、
経
費
節
減
の
た
め

医
師・看
護
師
な
ど
人
員
削
減
、

給
与
削
減
、
各
種
業
務
の
外
注

化
が
行
わ
れ
、
医
療
保
険
外
の

紹
介
状
な
し
の
初
診
料
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
診
療
費
、
差

額
ベ
ッ
ド
料
、
分
娩
費
な
ど
患

者
負
担
の
増
額
、
不
採
算
部
門

の
縮
小
、
入
院
期
間
の
短
縮
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
立
病
院
に
は
高
度
な
技
術

や
設
備
を
必
要
と
す
る
検
査
や

治
療
を
行
い
、
民
間
病
院
と
連

携
す
る
と
い
う
責
務
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
都
立
病
院
が

担
っ
て
き
た
医
療
に
は
行
政
の

力
が
不
可
欠
で
す
。
不
採
算
の

診
療
科
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
受
診
困

難
に
な
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

今
、
お
金
の
心
配
な
く
、
都
民

が
い
つ
で
も
誰
で
も
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
独

法
化
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
東
京
都
が
責
任

を
持
っ
て
都
立
病
院
を
運
営

し
、
患
者
負
担
を
さ
ら
に
軽
減

す
べ
き
で
す
。

住
民
の
命
や
健
康
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
も
の
で
す
。

　
基
準
の
一
つ
目
は
「
特
に
診

療
実
績
が
少
な
い
」
と
い
う
も

の
で
す
が
、
全
国
的
な
医
師
不

足
に
よ
り
患
者
に
十
分
な
診
療

が
行
え
ず
に
い
る
地
域
が
多
い

こ
と
な
ど
の
現
状
を
省
み
て
い

ま
せ
ん
。

　
基
準
の
二
つ
目
は
「
診
療
実

績
が
類
似
か
つ
近
接
で
、
自
動

車
で
20
分
以
内
の
距
離
に
競
合

す
る
病
院
が
あ
る
」
と
い
う
も

の
で
す
が
、
病
院
を
統
合
し
縮

小
す
れ
ば
、
さ
ら
に
病
院
は
遠

く
な
り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
最
寄
り
の
病
院
に
行
く
の

に
数
時
間
か
か
る
と
こ
ろ
も
リ

ス
ト
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
住
民
が
声
を
上
げ

て
民
営
化
さ
れ
た
公
立
病
院
を

元
に
戻
し
た
と
こ
ろ
や
、
昨
年

の
西
日
本
豪
雨
災
害
の
際
の
医

療
拠
点
と
し
て
奮
闘
し
た
病
院

も
名
前
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
大
幅
な
病
床
削
減
し
た

病
院
に
も
、
さ
ら
に
再
編
を
求

め
て
い
ま
す
。
全
国
で
批
判
や

反
発
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
当

然
で
す
。

　
安
倍
政
権
は
、
公
立
・
公
的

病
院
が
赤
字
続
き
だ
か
ら
再
編

統
合
が
必
要
だ
と
言
い
ま
す

が
、
自
ら
が
診
療
報
酬
を
引
き

下
げ
て
き
た
こ
と
が
原
因
で

す
。
消
費
税
増
税
は
結
局
、
負

担
を
増
や
し
な
が
ら
国
民
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
に
は
使
わ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
９
月
、
厚
生
労
働
省
が
全
国

４
２
４
の
公
的
病
院
の
名
前
を

あ
げ
「
再
編
統
合
に
向
け
た
議

論
が
必
要
」
と
し
た
こ
と
に
国

民
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
知
事

ら
が
反
発
し
て
い
ま
す
。

　
厚
労
省
は
病
気
を
発
症
し
た

直
後
の
「
高
度
急
性
期
・
急
性

期
」
の
患
者
に
対
応
す
る
全
国

１
４
５
５
の
公
立
・
公
的
病
院

の
う
ち
、
再
編
統
合
の
議
論
が

必
要
と
し
た
病
院
名
を
公
表

し
、
ガ
ン
や
救
急
医
療
な
ど
９

項
目
の
診
療
実
績
が
低
か
っ
た

り
、
競
合
す
る
病
院
が
「
車
で

20
分
以
内
」
の
場
所
に
あ
っ
た

り
し
た
場
合
が
対
象
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
厚
労
省
の
再
編
の
背
景
に
あ

る
の
は
医
療
費
の
削
減
で
す
。

し
か
し
、
公
立
病
院
や
日
本
赤

十
字
社
な
ど
が
運
営
す
る
公
的

病
院
は
、
救
急
・
周
産
期
・
小

児
・
災
害
な
ど
不
採
算
・
特
殊

部
門
の
医
療
や
、
へ
き
地
医
療

と
い
っ
た
住
民
生
活
を
守
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
病
院
ご
と
に
成
り
立

ち
も
役
割
も
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
公
立
・
公
的
病
院
の
４
分

の
１
を
超
え
る
４
２
４
の
病
院

を
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
っ

て
、
統
合
や
病
床
削
減
の
議
論

を
進
め
ろ
と
い
う
の
は
、
地
域

《
そ
の
二
》

 
国
の
424
病
院
再
編

病
院
再
編
問
題

くらし 何でも相談くらし 何でも相談
　お困りごとは、一人だけで、
あるいは家族だけで悩まずに、
何でもお気軽にご相談ください。
　各分野の専門家、労働組合、
弁護士等と連携して問題解決に
向けてサポートいたします。
　ご連絡お待ちしております。

地方独立行政法人化が進められる都立大塚病院

　
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19

号
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
、
そ
の
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
台
風
は
記
録
的
な
大

雨
に
よ
り
、
長
野
県
か
ら
岩

手
県
な
ど
の
各
地
に
洪
水
や

土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま

し
た
。
六
カ
所
の

ダ
ム
で
は
水
位

が
限
界
に
達
し
、

洪
水
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
緊
急

放
流
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
内
に
お
い

て
も
、
土
の
う
が

不
足
す
る
な
ど

し
て
、
床
下
・
床

上
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
、

避
難
所
に
近
隣
住
民
が
殺
到

し
収
容
能
力
を
超
え
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
全
国
で
、

台
風
被
害
に
あ
っ
た
被
災
地

救
援
募
金
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々

が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
ま
す
よ
う
に
全
力
を
あ

げ
ま
す
。

台
風
19
号
の
甚
大
な
被
害

10 月 12日の巣鴨小学校（奥は避難者）


